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薬物動態談話会  第 40 年会 

異分野・境界領域に拡がる薬物動態研究 

－細胞培養技術、人工知能、製剤評価－ 
  

2017 年 10 月 23 日(月） 16:30～19:10 

会場：オークラアクトシティホテル浜松  4 階 平安 I-II                

 

会長挨拶  

16:30～16:40 

 

薬物動態談話会会長     独立行政法人理化学研究所 杉山 雄一 先生 

特別講演  座長 杉山 雄一 先生 

16:40～17:40 

 

「混みあった細胞培養系の活用」 

大阪大学  紀ノ岡  正博 先生 

 

17:40～18:00 

 

ウェルカムドリンク（ドリンクサーブ） 

お飲物・おつまみを持って「ショーケース」へご参加ください 

 

ショーケース “Happy Hour! ～Welcome Preview～” 

翌日の演者の先生方にご登壇頂き、シンポジウムの予告を含む「ショーケース」を開

催します。本セッションで先生方のお人柄を垣間見ることで、この後の意見交換会や

二次会での気軽なクロストーク、そしてシンポジウムでの活発なディスカッションに

繋げていただけたらと思います。 

 ファシリテーター  千葉 雅人 先生，岩坪  隆史  先生 

18:00～18:05 趣旨説明 

 

18:05～18:35 

 

講演予告 part1 

シンポジウム 1「次世代の創薬研究を担う新規ツール（肝細胞システム，

AI 技術）」演者と杉山会長（6 名、各演者：3～5 分） 

 

18:35～18:50 

 

講演予告 part2 

シンポジウム 2「Rapid Manufacturing から最終製剤決定に至る消化管吸

収性予測」演者と山崎先生（5 名、各演者：3～5 分） 

 

展示企業によるブース紹介 

ファシリテーター  久米 俊行 先生 

18:50～19:00 ショートプレゼンテーション（1 社：2 分） 

 

19:00～19:10 

19:10～19:30 

事務連絡 

ドリンクサーブ（展示ブース見学） 
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19:40～21:10 意見交換会  （会場：3 階チェルシー） 

（～23:00） （二次会，会場：30 階パール） 

 

2017 年 10 月 24 日(火）6:30～    朝食：2 階フィガロ 

          8:30～17:45 会場：4 階平安 I-II 

 

シンポジウム 1   

次世代の創薬研究を担う新規ツール（肝細胞システム，AI 技術） 

座長  山下  富義 先生 

伊藤  晃成 先生 

8:30～9:05 

 

「肝内胆管系の構造と機能：マウスモデルにおける動態解析（仮）」 

東京大学分子細胞生物学研究所 伊藤 暢 先生 

 

9:05～9:40 

 

「最先端染色体工学技術の創薬研究への応用」 

鳥取大学 香月 康宏 先生 

 

9:40～10:00 コーヒーブレイク 

 

10:00～10:30 

 

「How to characterize human biliary excretion in drug discovery」 

Pfizer Inc.  木本  絵美 先生 

 

10:30～11:00 

 

「人工知能を活用したライフサイエンス画像解析クラウドサービス

IMACEL」 

エルピクセル株式会社  菅原  皓 先生 

 

11:00～11:30 

 

「Deep Learning を活用したヒット化合物判定（仮）」 

田辺三菱製薬株式会社 大野  研 先生 

 

11:30～11:45 「シンポジウムのまとめ」 

武田薬品工業株式会社  平林  英樹 先生 

 

11:45～11:55 薬物動態談話会からのお知らせ（関連学会、セミナー等） 

 

11:55～12:45 昼食 （会場：4 階平安 III） 

 

名誉会長講演 

12:45～13:25 薬物動態談話会名誉会長（慶應義塾大学 医学部）   加藤 隆一 先生 
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会長講演 

13:25～14:05 

 

「複雑な薬物間相互作用の予測；Bottom-up/Top-down approach の統合」 

                独立行政法人理化学研究所 杉山 雄一 先生 

 

基調講演  

14:05～14:45 

 

「非臨床から臨床へのモデリング＆シミュレーションによるトランスレー

ショナルアプローチ：分子標的薬クリゾチニブおよびロルラチ二ブの開

発を例に」 

                    Pfizer Inc. 山崎  慎司 先生 

 

14:45～15:05 コーヒーブレイク 

 

シンポジウム 2   

Rapid Manufacturing から最終製剤決定に至る消化管吸収性予測 

座長  小野  静香 先生 

上林    敦 先生 

15:05～15:45 

 

「知って得する！？物性・製剤の豆知識 動態―物性・製剤―MedChem

の和」 

立命館大学 菅野  清彦 先生 

 

15:45～16:25 

 

「過飽和型製剤の経口吸収予測：その現状と課題」 

物質・材料研究機構  川上  亘作先生 

 

16:25～16:55 

 

「開発初期における簡易製剤の選択について」 

田辺三菱製薬株式会社 木藤  貴之 先生 

 

16:55～17:25 

 

「製剤開発における経口吸収予測研究（仮）」 

アステラス製薬株式会社  上林  敦 先生 

 

17:25～17:40 「シンポジウムのまとめ」 

摂南大学  山下  伸二 先生 

事務連絡 

17:40～17:45 事務連絡 

 


